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　広報委員の duty である飄々の原稿、また私の
順番が回ってきました。もうあれこれ言い訳はし
ません。ここまできたら今回もビートルズで行か
せていただきます。
　「なんでも鑑定団」なんかをご覧になると分か
ると思いますが、コレクターが高い値段で買った
ものに高い鑑定額がついても面白くもなんともあ
りません。高い値段で買ったものが二束三文にな
るのもオツなものですが、やはり一番面白いのは
二束三文で手に入れたものに、とんでもない鑑定
額がつくパターンですよね。
　ビートルズのレコードは人気が高いので、す
でに研究し尽くされた感があり（といっても実
はまだまだ秘密もあるのですが）、非常に貴重な
モノが二束三文で出てくるなんて事はそうそうな
いのが現実です。しかし唯一、日本のリサイクル
ショップなんかで二束三文で売られている可能性
がまだわずかながら残されている日本盤激レアお
宝レコードが一つありますので、ご紹介いたしま
しょう。それが 1962 年に日本グラモフォンから
発売されたシングル「マイ・ボニー・ツイスト」

（DP-1254）です。

　このレコードがなぜそんなに価値があるのか？
それを知るには少々知識が必要です。ビートル
ズはリバプールの大手レコード店 NEMS のオー
ナー、ブライアン・エプスタインにその才能を見
いだされ、彼がマネージャーとして奔走したから
こそ、あれほどまでの大成功を収めることになっ
たのですが、ではなぜそのブライアンがビートル
ズをマネージメントする事となったのか？そこに

このマイ・ボニー・ツイストが関係してくるので
すが、そのいきさつは以下の通りです。

　1961 年当時、ビートルズはリバプールではそれ
なりに人気が出てはいましたが、当然世界ではまだ
無名、というかイギリスでもまだまったくの無名、
単なるリバプールのローカルバンドでした。当然
食っていけるわけもなく、アラン・ウィリアムズ
というリバプールのとあるバーの支配人の差し金
でドイツ・ハンブルグのナイトクラブで酔っ払い
を相手に演奏する仕事を与えてもらうなどという、
絵に描いたような下積み時代を過ごしておりまし
た。そのハンブルグのナイトクラブ・トップテン
クラブで、ビートルズよりは多少は有名になって
いた歌手トニー・シェリダンのバックバンドを務
める機会がありました。それをきっかけに、1961
年 6 月にドイツで行われたトニー・シェリダン
の新作レコードのレコーディングに呼ばれて、デ
ビュー前のビートルズの演奏がはじめて正式に商
業用レコードに刻まれることになりました。

　そのレコードが 1961 年 10 月 23 日にドイツで
のみ発売された「My Bonnie」（NH-24673）です。
た だ し、 レ コ ー ド の 名 義 は Tony Sheridan and 
The Beat Brothers、単なるバックバンド扱いで
ビートルズの名前はクレジットはされませんでし
た。そして、後にマネージャーとしてビートルズ
をスターダムに押し上げることになるイギリス、
リバプールのレコード店 NEMS オーナーのブラ
イアンも当然ドイツでそんなレコードが発売され
ているなんてまったく知らないのでありました。
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　1961 年 10 月 28 日、そんなブライアンのお店
にリバプールに住んでいるレイモンド・ジョーン
ズなる青年が現れます。彼は言いました。「わが
街リバプールのバンド、ビートルズがマイボニー
とかいうレコードを出したらしいね。だからそれ
ください」。
　ブライアンは「わが街リバプールのビートル
ズ？？だれそれ？？」でしたが、一応はレコード
店の店主ですから手を尽くして調べると、確かに
マイボニーなるドイツのレコードが存在し、そこ
にあるビートブラザーズとかいうバックバンドが
わが街リバプールのバンドらしいことを突き止め
たのでありました。聞くところによると、彼らは
今はリバプールに戻ってきており、近所のライブ
ハウス・キャバーンクラブで演奏しているビート
ルズというバンドのことらしいことがわかったの
でした。
　「リバプールではそこそこ人気らしいし、せっ
かくなんでビートルズとやらを一回見ておこう」
とブライアンはキャバーンクラブに足を運び、初
めてビートルズの姿を見たのでした。そして、見
た途端にすっかりその魅力にとりつかれてしま
い、「わが街のあのボーイズの魅力をイギリス中
に知らしめてやる！」と勝手にマネージャーを
買って出たのでありました。その後、見事にイ
ギリスどころか世界中にその魅力を知らしめるこ
とになったことは今更説明するまでもないでしょ
う。

　という事で、1961 年 10 月 23 日にドイツ・
ポリドールから発売のトニー・シェリダンのシン
グル「My Bonnie」（NH-24673）はビートルズ
の名こそないものの、彼らの歴史を語る上では
最重要レコードの一つであり、そのドイツ初盤は
歴史的遺産として扱われ、ビートルズコレクター
なら一枚は持っておきたいレコードなのでありま
す。もちろんプレミアがついてはいますが、頑張っ
て探せば、まあなんとか入手は可能です。

　前置きが長くなりました。

　・・と、本題に入ると見せかけて、まだ続きます。

　その後、ビートルズは 1962 年 10 月 5 日に
イギリスで EMI パーロフォンレーベルからデ
ビューを果たし、1963 年後半からイギリス国内
で爆発的に人気が高まり、ついに 1964 年 1 月
にアメリカでも No.1 をとり、同年 2 月に鳴り物
入りでアメリカ上陸、エド・サリバン・ショーに
出演しました。わが日本ではその流れを受け「ビー
トルズとかいうイギリスのバンドが今、世界中で
大人気らしい」という情報をもとに、同年 2 月に
東芝音楽工業から日本デビューを果たしたのであ
りました。

　ということで、ドイツでマイボニーが発売さ
れたり、それがブライアンの知るところになった
1961 年当時、日本ではそんなドイツのシングル
なんてブライアン以上に誰も知る訳がないのであ
りました。

　さて、いよいよ本題です。

　しかーし！なんとこのシングル、東芝からビー
トルズが日本デビューする 2 年近くも前、1962
年 4 月（5 月説もあり）にポリドールレーベルを
発売する日本グラモフォンから密かに発売されて
いたのであります。そのタイトルは当時大ブーム
のツイストの名を無理やりくっつけて「マイ・ボ
ニー・ツイスト」、気になるクレジットは・・「ト
ニー・シェリダンと彼のビート・ブラザーズ」！
　トニー・シェリダンと愉快な仲間たち扱いです

（笑）。当然ながら日本でも「誰それ？」扱いだっ
たのでしょう、まったく売れることもなく（現
存率からすると売れてないことは間違いなし）、
あっさり市場から消え去ったのでありました。そ
こにある「彼のビート・ブラザーズ」が後のビー
トルズである事など市場はもちろん、発売した担
当者すら知る由もなかったことでしょう。当時の
状況を伝えるわずかな手がかりが当時の音楽雑誌

『ジュークボックス』1962 年 5 月号に残されて
います。そこにはこう説明されています。
　「ドイツのツイスト・レコードが登場しました。
歌うトニー・シェリダンの素性ははっきりしま
せんが、その名もビート・ブラザーズという一党
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をひきいて、なかなかイキのよいツイストをきか
せます」。
　まさかその一党が 2 年後にレコード会社にとっ
て超ドル箱になるとは、日本グラモフォンの人も
想像だにしなかったでしょう。

　その 2 年後、1964 年 2 月になりその一党が
東芝音楽工業からビートルズとして華々しくデ
ビューしたのち、その事実に気づいた日本グラモ
フォンはとっくの昔に廃盤にしてしまっていた

「マイ・ボニー・ツイスト」（DP-1254）をすでに
古臭くなっていたツイストの文字をはずして「マ
イ・ボニー」とタイトルを変え、演奏・クレジッ
トはもちろん「ビートルズ」にすげ替え、ジャケ
も大々的にビートルズの写真にすりかえて、カタ
ログナンバーも DP-1351 に変更し再発、あの「マ
イ・ボニー・ツイスト」（DP-1254）は完全に忘
れ去られてしまったのでありました。

　解説がやたら長くなってしまいましたが、問題
の 1962 年発売のオリジナル「マイ・ボニー・ツ
イスト」（DP-1254）は、当然ながら超絶激レア
盤となっています。あくまで体感ですが、おそ
らくこの世に 20 枚くらいしか現存してないので
は？と思われます。ちなみに再発と異なり、冒

頭イントロ部分の歌詞はまだ英語ではなくドイツ
語です。事情の知れた中古レコードショップでは
仮にあったとしても二束三文で売られている可能
性はゼロです（そもそもレアすぎて市場にまず出
てきません）。しかしながら、ビートルズの名が
ないからこそ、詳しくない人がみるとそんな価値
があるなんて想像だにしないでしょうから、いま
もどこかの旧家で、あるいはどこかのレコードに
は詳しくないリサイクルショップで、何の価値も
ないレコードとして 1 枚 100 円くらいの汚ない
段ボールの中に眠っている可能性はあるのです！
なんとも夢があるでしょう？

　ビートルズ日本盤コレクターならみんな、この
「マイ・ボニー・ツイスト」（DP-1254）がひょっ
こりと現れるのを夢見ながらリサイクルショップ
なんかの 100 円レコードの詰まった汚い段ボー
ルをゴソゴソ漁るのであります。わたしもかれこ
れ30年以上漁ってきましたが、奴はまったくシッ
ポすら見せないのでありました。あまりにレアな
のでプレミアレコードとしても出てくることは
ほとんどないのですが、昨年とうとうわたしは大
枚をはたいてプレミア価格で購入してしまいまし
た。「汚ない段ボールから 100 円で」の夢はとう
とう叶いませんでしたが、後悔はありません（笑）。



令和 5年 5月 山口県医師会報 第1953 号

339

死体検案数掲載について

死体検案数と死亡種別（令和 5 年 3 月分）

山口県警察管内発生の死体検案数
自殺 病死 他殺 他過失 自過失 災害 その他 合計

Mar-23 24 168 0 1 4 0 15 212

　ちなみにこの「マイ・ボニー・ツイスト」、
1986 年に復刻盤が発売されていますのでご
注意ください。復刻版のカタログナンバーは

（DDI-13029）でオリジナルに比べて赤っぽい印
刷になっています。オリジナルはカタログナン
バー（DP-1254）でジャケはオレンジ色です。も
し見つけたら・・・ただのレコード一枚ですが、
出すところに出せば中古車一台くらいには化けま
すので、興味のある方はリサイクルショップあた
りでぜひ探されてみてはいかがでしょうか？

P.S. もうかなり前、1990 年ごろの話ですが、名
古屋で中古・安レコードとして 700 円で売られ
ているのを見つけた方がいらっしゃるそうです。
ほら、探してみたくなったでしょう？（笑）
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